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　Root　of （認‘
・’〃 zia　tittora！is　 LUmbeitiEerae ｝，cultivated 重n 　T 〔冫ttori　Prefectul−e，　was 　dried　by　vari 〔エus

dryin理　meth 〔｝ds　und 　thus 　prepared 　Glehnia 　r（x 〕ts　wc 】
齟
e　assayed 　f⊂）r　their　aunoullts 　of 　six

furan（）cou 【narins ，　three　suSrars 　（fruct〔）se，　glucose 　and 　sucrose ）　and 　di］ut ．e　ethanol −sduble 　extract 』
The　 ratios 　〔PXB ／G） of　 the　 total　 arnoun し of 　the　 stress 　compounds ，　 psQralen，　 xanthot 〔，xin 　 and

berg訌pten，〔o　the　 am 〔〕unt 　 of　the　 nlafn 　comp 〔｝nent ，5・geranyloxypsoralen （ber墓amottin ），　 were

compared ．［ncreaseg ．　of 　the　arnounts 　of 　sugars ，　 dilute　ethi，　nol ・soluble 　extract 　and 　the　stress

compc ，unds 　 and 　 c）f　the　PXB 〆G 　 values 　 were 　observed 　during　 storage 　and 　dr｝・ing，　 and 　 apparently ，
ther

・
e　was 　a 　close 　correiation 　betweeD　the　arrlounts 〔｝f　sugars 　and 　those 　〔｝f　dilute　ethanol ．s⊂）1uble

extract ．　Differences　 of　 storage 　 condit ．ions　c）f　washed 　 raw 　r〔）ots 　before　hot・air 　drying　 affected 　the

PXB ／G　values ，　the　sugar 　contents 　alld 　dilute　ethanol ・soluble 　extracts ．

　Keywords 　　 Glehnia　r ‘）ot ；Glehnia　littoralis；preparatiol1 ゴ uranocounlarin ； stress 　 compound ；

sugar ；dilute　ethano 】．s（）［uble 　extrac 七；IIPLC ；Tottori

　浜防風の 基 原 植物 で あ るハマ ボ ウ フ ウ α 擁 忽α litto’xalis

（セ リ科 ） の 地 下 部 の k覚分 は 産 地 に よ り 異 な っ て い る．即

ち，北 海 道，東 北，北 陸 地 方 な ど の 北 方 産 は psoralenl

xanthotoxin ，　 bergapten，　 imperat（，rin，　isoimperatorin，8−

geranyioxypsoralen な どの フ ロ クマ
llン 類 を 含イ1

．
す るが ，

沖 縄，九州 ，山陰 地 方 な ど の 南 方 産 は こ れ ら を微最 しか 含

有 せ ず （ま た は 含有せ ず），bergamottin（5−geranyl（）xy ・

psoralen）を一i。成分 とす る こ と が 報告さ れ て い る D ．

　我 々 は 薬用 植物 を対象 と した ス トレ ス 化 合 物 （フ ァ イ ト

ア レ キシ ン ） の 検索中，北 海 道 産 ハ マ ボ ウ フ ウ の 生 根 が

psoralen，　 xanthotoxin お よ び bergaptenを 産 生
2｝し，史

に ，調 製法が 異な る とフ ロ クマ リン 含 量が 変動す る こ と を

報告 しが 〕．一一
方，南方産 ハ マ ボ ウ フ ウ （島根 県 江 津 市野生

黼） もこ れ ら の ス トレ ス 化合 物 産生 能を肩 して い た
2
に と

よ り，異 な る 調 製 条件 に よ り異 な る フ ロ クマ リン 組 成 を与

え る こ とが 予想 され た．

　そ こ で 今 圓 は，鳥取県で 栽培 さ れ た ハマ ボ ウ フ ウ の 生 根

を 全形 の ままあ る い は ス ラ イ ス した 後，種 々 の 力 法 で 乾 燥

し， 乾 燥条件の 違 い が フ ロ クマ リン ，糖 （果糖，ブ ドウ 糖，

シ ョ 糖） お よび 希エ タ ノ
ール エ キ ス 含 量 に 及 ぽ す影響 を検

討 し た．また，生 根 の 長 期 間 保 存 の 影響 も検討 した．史に ，

鳥取 県簾 の 浜防風 市場 品 5 試料 を化学的に 品 質評価 し，調

製 条件 につ い て 考察 した ．

実 験 材 料 お よ び 方 法

　1． 試 料 調 製 法

　鳥取県北 条町 で 栽 培 さ れ た 1 年 生 ハ マ ボ ウ フ ウ の 生 根

160本 （北 条田∫栽 培 品 よ 1）採取 した 種
．r一を 3 月に 播種 ．砂 ［／一

栽培．11）126日収穫．根茎 イ寸．根 頭 径 L5 〜2．Ocm ，全 長 25〜

50cm ．砂
．1：と共 に 新聞紙 に 包 み，穴 を 開 け た ダ ン ボ

ー
ル 箱

に 入れて 郵送） を1996年n 月28目に 人 手 した ．岡 日 に 以 下

の ように 処 理 した．

　砂．ヒ付の 40本 を U 群 と した．残 りの 120本 を軽 く水洗し，

80本 を 1群 と した．水 洗 根 40本の 根茎 を切 除 し，数 nlm の

厚 さ に 輪 切後，よ く混 合 し，S群 と した ．根 茎 も同 様 に 処

理 し，R 群 と した．　U 群お よ び 1群 は 10本ず つ 以 下 の e 〜h

お よ び a 〜h の 処 理 を施 し，ま た，S群 お よ び R 群 は 各々

を 4 等分後，a，　 b，　 g，　 h の 処 理 を施 した．

　なお ，強 制 乾 燥は 送 風 定温恒温器 （ヤ マ ト科学株式会 社

製，DN 　61型 ） 中 で ，70℃ の 温 風 を当て て 行 一
っ た．保 温 は

（442）
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定温 乾 燥 器 （ヤ マ ト科学株式会社製，DS ．42型〉中 で 行 っ

た．

　Ia ：温 風 を24時間当て た後 ， 送 風 を中断 し，そび）まま48時

間放 置 した．更に ，温 風を24時聞当て て 仕 Eげ た ．

　Sa お よび Ra ：温 風を24時間 当 て て ，強制 乾 燥 した．

　Ib：40℃ に 48時閥保 っ た 後，　 Ia と同様 に 強制乾 燥 した．

　Sb お よ び Rb ：40℃ に 48時 間 保 っ た後，　Sa，　Ra と同 様 に

強 制 乾 燥 した．

　Ic ：実 験 室 内 の 窓 際 （南 向 き，
12〜30℃ ）に 15日 間 放置 し

て 自然乾 燥 した 後，温 風を24時間当て て 什 ヒげた．

　Id ： ア ル ミバ ッ トに 並べ ，新聞紙 をか ふ せ た 後，実験 蕚ミ内

の 物陰 （18〜26℃ ）に 15日 間放 置 し て 自然 乾燥 した 後，Ic

と同様 に 仕上 げ た．

　Ieお よ び Ue ：各 々 を ネ ッ ト袋に 入 れ，軒下 （− 5〜6℃）

に 15　1−i間 吊 した （低 温 の た め 時 々 凍 結 ）後，Ia と同 様 に 強

制 乾 燥 した．

　Ifお よ び Uf ：各々 を ネ ッ ト袋 に 入れ，ビ ニ
ー

ノレハウ ス 内

（− 2〜18℃ ） に 15 日 間 吊 し た 後，Ia と同 様 に 強 制乾燥 し

た．

　Ig，　 Ug，　 Sg お よび Rg ：各々 を通気性の あ るポ
．
リエ チ レ

ン 袋 （商 品 名愛菜果）に 人 れ，霧吹 きで 水 分 を 与え た 後，

［］を密劃せ ずに 10 日 閻室温 に 放置 した ．水洗 （Ug び）み ）後．

Iaまた は S　a，　 Ra と同様に 強制乾燥 した．

　Ih，　 Uh，　 Sh お よ び Rh ：各々 を ボ
．
リ塩 化 ビ ニ リデ ン フ ィ

ル ム （商品 名サ ラ ン ラ ッ プ ）に 包 み，更 に チ ャ ッ ク付 ポ 11

袋 に 入 れ て 密 劃
1
した 後 ， 10日間 室温 に放 置 した．水洗 （Uh

の み ）後，Ia ま た は Sa，　 Ra と同様 に強制乾燥 した．

　 2． 鳥取 県市場 品 試料

　 1996年12月に 鳥取県 で 生産 された 浜防風 5 試料 （い ず れ、

も生産者が 異な る）を1996年 12月24匚Jに 人 Fした．

　 T1 ，2 お よび 3 ： ］年生．　 T 　4 お よび 5 ： 2 年 生，

　 3． HPLC に よ る フ ロ クマ リ ン 類の 定 量

　 1）標 準 品 ：psoralen，　 xanth ‘）toxin，　 bergaptenお よ び

imperatorinは 前 鯉 ）
で 使 用 した もの ，　isoimperatorinは 単

離 した もの
2 ）

，
bergamottin は 恵与 さ れ た もの

1）
を用 い た．

　 2）分 析 用 試 料 ： 1 群 お よび U 群 は 各 々 標準的な 5 木 （根

茎 は 切 除 ） を，S 群 は 各 々 半量を，　 R 群 は 各 々 全量 を ・岡 ニ

ブ レ ン ダー一
で 粉 砕 し，分 析 用 試料 と した ．

　陰干 し 品 Idの 主 根 3本 を太 さ別 （5〜8mm ， 3〜5mm ，

3mm 以 ド）に 分 け，根径別 試 料 Id−1〜3 と した．側根 は

Id−3 に 加 え た．各 々 を 躯 ｝ニブ レ ン ダー
で 粉砕し，分析 用 試

料 と し た．

　 市場品 Tl〜5 は 標準的 な 6 本 を選 び，劇 ヒプ レ ン ダー
で

粉砕 し，分 析用 試料 と し た．

　 3）試験溶液 の 調製 ：分析用試料約 1g を精秤 し，ネ ジ 栓

付 遠 沈 管 に 入 れ，メ タ ノー一
ル 10．O　m ］を加 え、た後 ， 超 ‘f波 処

理 （5  〜55℃ ， 20分 間） した，遠’O・分 離 （3，000　rpm ，1 分

PSf，ra 且enXan

重hotりxi 皿

　 　 　 　 　 Imperatorin
Be「gapte 皿

L」
卿

n

Bergamot亡ln

L，一．一

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ト　　 　 　 　　　 　 　 コ　 　 　 　 　　 　 　　 ト　 　 　 　 　　 　 　 　 　
ム　 　　 　 　 15　　 　 　　 3廿　　 　 　　 45　　 　 　　 6。 （。m ＞

Fig，1．　 Chromatogram （）f　Methanol　Extracts　froln　Glehnia
　 　 　 R 〔，ot

　　　 SamPle ；Id （see 　TAB 疋，E　I＞．

　　　 Conditiol1：colullln ，　LiChrospher　l〔）〔〕RP ・／8　endcapped
　　　　（4 × 250mm ）； Inobile 　phase ，　C｝1，CNIH20 （35 ：65，
　　　 0−12min ，48 ：52，12−30　min ，68 ：32，3050 　min ，80 ：

　　　 20
，
506 〔lmin ＞； now 　 rate ，［．Oml ！min ； tempera ．

　 　 　 ture，40℃ ；detection，24811nl．

問）後，｝：清を試験溶液 と した ．

　4）分析条件 ：前報槻 こ 従 っ た ．

　5）検量線 ：絶対検量線法 に よって 定量 した
3）．回帰方程

式 お よ び 相 関係数 を以 ドに 示 した．isoimperatorin；y ＝

0．40〔〕x− O．422　（厂＝ 0．999），bergamottin；．V＝ 0．287x（r ＝

O．999）．y は ピー一一ク画 積 値 （× 10｛

），
　 xl ま濃 度 （μ g／rn1 ）．

　4． GLC に よ る果 糖 ， ブ ドウ糖 お よ び シ ョ 糖 の 同定

　既 報
4〕

に 従 い ある い は 準 じて 同 定 した．

　5． HPI 、C に よ る 果 糖 ，
ブ ドウ糖 お よ び シ ョ 糖 の 定 量

　既報
4 〕

に 従 い あ る い は 準 じて 定量 した．

　6． 希エ タ ノ
ー

ル エ キ ス 含量

　第 十 三改 正 日本 薬 局 方 の 生 薬 試験 法 ・希 エ タ ノ ール エ キ

ス 定 累：法 に 準 じ た．量 の 少 な い R 群 （根 ：茎）お よび 根 径 別

試料 は 除外 した．

結果 お よ び 考察

　 1． 調製法別試料の フ ロ クマ リン 定量結果

　 浜 防風抽出液 を HPLC で 分 析 した と こ ろ，　 Fig．1 に 示 し

た よ うな ク ロ マ トグ ラ ム が 得 られ，psoralen，　xanthotoxin ，

bergapten，　 imperatorin，　 isoimperatorinお よ てぶ berga−

mottjn の 定 量 が 叮能 で あ っ た．調製法別 試料 の 定量結果を

TARLE 　Iに 示 した．

　根 を ス ラ イ ス し た S 群 の 温風乾燥 品 Sa お よ び Sb は

bergamottin が 主成分 で，他 の 成分 は 微量しか 含有 され て

い な か っ た．しか し，通気 性 の あ る ポ リエ チ レ ン 袋中 で 10

口閲保存後，温 風乾燥 した 試料 Sg で は ス トレ ス 化合物 で

あ る psoralen ，　 xanthotoxin お よび bergapten含 量は各々

100倍 以 上 に 増 加 し，bergamottin含 量 を 大 き く．L回 る結 果

とな ・
っ た．そ こ で，psoralen，　xanthotoxin お よび bergapten

の 合 計 含 量 の bergam｛〕ttin含 量 に 対す る 比 （PXB ／G5））を

求め た と こ ろ，Sa，　 Sb は O．13，　 Sg は33．9を示 し，以 ド，

（443＞

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

TAIsli　 I．Analytical　Result馳〔）f （｝lehniε且 Roots　l
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rcpared 　by　Various　N’leth（，ds　fro［丁 1 （l！ehnia 　gittora！is　Cuitivated　in　T （，ttorl
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　Sb　 40℃、48　h −＞ hot．air
　Sg　Aging　

L
　・hI’｝t．air

　Sh　A，glng
杷 ．→hot．air

NVashed　and 〜liced　l．bizc〕nle
　 Ra 　 H ｛〕t．air
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Washed　int・匡ct　ro 〔）t
Ia　H 〔｝し

．a1［

Ib　40〔
148h

．＞h⊂〕t．air
　lc　Indoc）r　〔sunnv 、　

一一
＞ h〔〕t　ur

Id　IEユdo‘〕r　［：shady 〕　
．＞h（，t．air

Ie　　〔）u 匸d〔〕｛．，r招
　→　h〔｝t．air

【f　 V．hou．ceti　》　ho亡．air
lg　Agin，g

’i →ho卜air

Ih　Agin9”’　・h〔｝t．nir
U 】］Wd

’
　shad 　imact　r〔〕けt

Ue　OしltdoOr
絹 　．．レ1．K｝t．air

I∫［　v．h〔，u　eta一レh‘〕t．air
Ug　Agin9紐

　→ hot．a ［r

Uh　Agin∫轡　＞ hot．air

　　 FUI：an °c°Ulna 「ins〔「ngllO °91 … PXB 　G
卜 ）　　 Xarl　　 Ber　　Imp 　 Hlnr｝　5Gop

Sugars〔％）

FiU　　　G］c　　　Suc

〔）．1
〔L21

〔〕60
、6

o．40
−

26b1

．3

e．20
．2

〔〕．814
〔】

o．10
、’t2
．705

甑 60
．5262OL

　5

9

j521

．3

alo

．42
、71

｝5．6
一
b61

冖
’

09

」
ワ
ゴ

0

ワ
ゴ

ー
冂
ピ

喋

臥

乳

飢

よ

コ

7

　
z

l
甑

−

甑

　

　

18

「
D139

」

生

翫

旺

毛

4
「
つ

t

’

」

幺

4

乾

　

　

8

o．3　 　 3．1
1．1　 　2．7
3．2　 　 10

工4 ，　 11．9
し） 5　 　い

15 　 　5．2
3．9　　1L、l
o．5　 　 ♂．5

〔L1　　　 0．4　　　 け、3　　　1．8
〔〕．6　　　2．6　　　3．5　　 3．5
5、7　　　 7．U　　　 6．4 　　23．2
0　4　　　〔L3　　　〔3・2　　　L3

2、2　 1イ．0　　0．13
し8　 10．6　 　｛〕．13

10．O　　 l6．2　　33．9
2．6　 　2．5

♪ 2 　 26
卩

　 〔）1（）
ノ 5 　 22、2 　 e．21
3．9　　25．1　　　6．62
L、7　 　1．1

2．5　 L廷 4　 　 0．｛〕5
1．6　 〜f8 　 　0．06
重　9　　 23．4　　　0　ラ9
1．3　 L）〔）．8　 　3 け8

0．9　 M ．8　 　〔）．［）CJ
4．〔）　　 26．6　　　D．32
6．3　　3］．〔，　　 ｛〕．45
3．正　　 8．8　　　　

．．一

1．O　 l　6　 　〔1．06
42 　 20．9　 　0．32
6．8　 29．3　 　 0．65
1．2　 　5．7

〔Llo
．32
、9nd

｛〕．lo
．・

1．〔
n〔

　 　 　 DU．　ethanol ．

Total　 sol　 ex．（％）

0．ユ　　　2，5　　　2．7
0．1　　　3．9　　　4，3
2．7　　 5．7 　　 11　3

nd 　 　 nd 　 　 o．o

　 　 0．’t　　 2．5　　　3，2
1　　 〔｝．｛　　 6．7　　　7．5
　 　 0，7　　　1．8　　　3，5
1　 　 nd 　 　 n（I　 　 o．〔｝

け．IO
．　・ao
．40
．70
．3

〔1．610u

）

o．1　 　 ］．8　 　 2．〔〕
o．2　 　6．8　 　 7．4
〔｝．3　 10，il　 I1，〔〕
〔〕．3　　11．6　　 ユ2．6
0．0　 　21 　 　 LJ　7
0．3　　16．7　　ユ7、6
0．9　　 5．3　　　7．2
9．1　　 2、5　　　2．8

〔｝．3　　　0 廴｝　　 2．3　　　2，6
〔〕．5　　　0　3　　17」　　　17．9
0．7　 　｛）3　 　 43 　 　 5．3
0．2　 　0．t　 　 l．’j　　 l．7

17．719
．02
’tt．416
．1

22．723
、325
．326
．4

］9．337
，229
．122
．7

18．335
．827
．3Ll
．7

Pso ： ps〔｝ralen ，　 Xan ： xantho しoxill ，　 Bc ［
．

； bergaptcn，11np： imperatorin，　 ilmp ： isエ，iInperatorin，5G （》p ： bergamottiE1（5−

geranybxypsoralen ），PXB ！G ； ratio （，f　the　 t〔｝tal　 am 〔｝Ullt　 of　 psoralen ，　 xanthotoxin 　 and 　bergapten　 to　 the　 alnount 　 of

bergtamottin，　Fru ；fructose，　Glc ：glucose，　Suc ：sucrose ，　 nd ； rl‘）t　detected，．
　二 not 　determined，

Th （ ter叩 erature （，fhot ・air　was 　71〕C ．
＊］ St【，red 　irl　polyc　thylene 　bag　with 　fresh　a ｛r　at　 r〔〕om 　temperature 　for　IO　days、
＊z

、N”rappec ］in　polyvinylidene 　cbloride 　film　arld 　st ）red 　 at　r（）om 　temp （ ratu1
’
e　for　lO　days

sc｛Dried　in ｛｝utdo （，rs 　〔　5　‘C ）　or　in　vinyl 　house　〔− 2−18C ＞　f〔｝r　15　days．

こ の 比 を槨 ，と する こ と に した ．Sg に 対 し，勉 一
（を 遮 断 し

て 1〔用 閾 休 有 後，温 風 乾燥 した 試料 Sh で は ス ト レ ス 化合

物 の 1劬 肋 泌 め られ な 力 丿 た こ と よ り，ス トレ ス 化合物の

産生 に は 酸孝の 供誇 が 不 叮欠 で 菱）る こ と 力 掬唆され た ．

　恨 凡を ス 7 イ ス L た R 薪 も根 と同 様 の 侮｛向 を小 し．た が ，

根芝 の ス トレ ス 化杏物庠生能 は根 よ り劣 る と考 fi．、られ た．

　全形乾燥 品 （1 郡〉 もス クイ ス した 試朴 と同様 の 傾 向 を

示 し，t 風 乾燥 品 Ia お よ び lb の PXI3／G 　l直は 0、（］6以
．
［・
．
　L

あ一j た．2 内 凵 干 し1鴇lcは 0．29，室内匡、．．Fし品 ld は3．〔）8

と，転 煉 品 を得 る ま で に 亥 弓
“
る 時同の 増加 に 伴 い PXB 〆G

kAは 増 加 した．圧 外 に 王5 日間 放 置 （fl£　S，，の た め 凍 售 と 角1凍

を繰 り返 し，乾 燥 は 不
．
卜分 ）し た 誠料 Ieで は ス トレ ス 化合

物 の 増 加 ｝卦 墨め られ なか 一た が ， ビ ニ ー一ル ハ ウ ス 内 に ／5凵

岡放 i｝ （凍結 は しな か っ た が，多湿 の た め ）d燥 は 不十 分 ）し

た 試 料 Ifお よ び ポ リ．［ チ レ ン 袋 Ilrで 保 イ1
：した 試 料 Ig で は

ス トレ ス 化介物 の J＞fL 力 泌 め られ た．

　水抗 した II∫』料 Ie−一・Ih と水洗しな い 試料 Ue〜Uh と の 差

は 小 さ く，水 洗 の 彰 響 は 明 碓 で は な か っ た
6｝．

　？；式 を遮 断 して 秣 存 しノ　丸科 で は bergamottin合 a の

減 少 が 羸 め られ，特 に ス ラ イ ス した 試料 Sh お よ び Rh で

音 しか 、た．

　 以．．1 辷 り，
bergam 〔，ttln を主 成分 と

一1
．
る，1．：、取 嗜噺 ハ マ ボ

ウ 7 ウ も北海道産
：1）

と同 怺 に，切 黝 な どの 組織 傷　，乾 燥

〔水 分 蒸 故），保 存 な ど が ス ト レ ス と な り，psora］en ，

x 　 nthotoxin お よ aS
’
　bergapten の 3 成 分 が 増加す る と 考 え

られ た．＿の ス トレ ス 化合物産 生 能 は 北 方庠，lh 丿∫産 と い

’．
・ た 起 地 に 関 係 な く，ハ マ ボ ウ フ ウ と い う種 に 備 わ っ た 能

丿丿と考 え られ る
2）．

　 2．　調製法別 試料 の 糖 お よ び希工 タ ノ ール エ キ ス 含 量

　TAIII．E　 Iに 小 した ように ，今
・
回定 1・／した 判，，の 中 で は シ ョ

糖 ガ ．E成 ｝て，糖含 　は 乾燥中あ る い は 保存中に 鮮 加す る

傾 岡 に あ っ た．希エ タ ノ
ー一ル エ キ ス 合量も同様 の 搾加傾 「‘IJ

に あ り，両 含 畦 二問 に は 厂 0．881（n ：−16＞とい う 止の 相 関が

認 め られ た．調 製条件 の 連 い に よ り糖お よ び希エ タ ノ
ー

ル

tr．　X’ス 今量 か 大 き く変動 し， 両
へ

坩 力 正 の 相 関 関 係 に あ る

こ とは 木香，
’
劉帚．掩 靴 で もEt．．め られ て い る

η ．

　両含 tiの 増ナ川は ，　 lj 翫 の ビ ニ
ー

ル ハ ウ ス 内 に 放 r
’
した 武

料 Ifお よ び Uf で 特 に 畜しか り た．屋 外 （6 ℃ 以
『．
ド〉放 置 L

料 Ie，　Ue お よ び   刈 を遮 断 して 保 存 した 試料 lh，　Uh ，
　Sh，

Rh で は 而 合 」 の 増 加 は 認 め ら れ ず，シ ョ 粐；の 生合 成 に は

（444）
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TABLE　IL　Analytical　Results　Qf　Glehnia　Roots　with 　I
．
）if’ferent　Diameter　and 　Part

Ea・ ・le 　 　  

F

旻黌
里

欝
吻
謬

躄・

機｝
！一
編 ，

　PX ・1・
’

・
丑

一器響 「
−drtil

”

Id・．．I　Tap 　root 　5−8　mm 　　　　　　　　　　　18，0　　35．3　　ユ4 ．4
正d−2　　　　 11　　 3−5nun 　　　　　　　　　　　　5．3　　26．5　　15．8
【d3 　　　 〃　　 ＜3mm ，　latera】roots 　 5．8　 ．19．1　 22．6

6．1　　　2．7　　27，7　　　2．44　　　0．3　　　0．1　　 13．5　　13．9
7．9　　 3．7　　35．3　　 1．35　　　0．4 　　 0．2　　 13．2　　13．8
11．7　　11．4　　47．4　　 1．00　　　1．4 　　 1．L　　 7、〔｝　　 9．5

Samples 　were 　prepared　from　Id　in　T ，v “．E　I．
Other　notes 　ure 　the　same 　aE　T ，xBT−E　I，

TABLE　III．　 Ana ］vtical 　Results　of　Glehnia　Rc）ots 　Produced　in　Tott（，ri　Prefecture　in　1996

Sample
Furanecoumarins（τ卿 10幗 PXBIG

　　　　 f四．．．

Sugars〔％：1

Pso　　 Xan 　　 Ber　　 Imp 　　ilmp　 5Gol） Glc　 　 Suc
T ］　1．vear ．old
T2　　 〃

T3 　 　 〃

T ．4　2．vear ．01d
T5　　 Sl

5
厂
b99

ウ凵

000014
ρ
UCUO1

8101000000
［
18

［
〆

21

013352
ワ凵
212

4
尸
∂

「
」

48

4
ソ凵
jlG

つ
」

五＾
つ
Jl

£
）

442

ー

ワΩ

67

冖
ゴ

42

7LOOD尸
0
冖
D
ρ
061q

　

　

　

　
n

だ
UlOO13131q　

　

．
・
n

3000 「
∂

π
rO

卩
’

1

04

【
ゴ

「
06

2142FO5200001

　 　 　 Dil．　 ethanol ．

Total　 sol．　ex ，〔％）

2L4 　　　　 37．5
15．4　　　　 29．8
8．・1　　　　　 23．9
7．1　　　　 23．8
8．5　 　 　 26、5

nd ； く 0，lrng！100　g ．
Other　 notes 　 are 　the　 sar ロe　as　T 八BLI1二 1．

適 温，適 湿，酸素 が 必 要 と考 え られ た．

　な お ， 糖含量の 増加条件 と ス トレ ス化合物の 産生条件 は，

必ず しも
．．一

致 しなか っ た．

　3． 根 径別 試料の 定量結果

　 ス トレ ス 化合物含量の 高い 陰干 し品 Idか ら根 径 別試料

を調製し，定量結果を TA1〜LE 　IIに 示 した．主 と して 皮 部 に

含
『
有 さ れ る imperatorin ，　 lsoilnperat（）rin お よ び berga−

mottin の 3 成分
s）

は 根径 の 誠 少 と共 に 増加 した．ス トレ ス

化合物 で あ る psoralen ，　 xanthotoxin お よ び bergaptenの

うち bergaptenは．卜、記 3成分 と「司様 の 傾向を示 した が ，前

2成 分 は逆 の 傾向 に あ っ た．PXBI
／G 値，糖含量 お よ び 希 エ

タ ノール エ キ ス 含量 は根径の 減少 と共 に 減少 した ．

　細 い t 根や 側根 は 主根 の 太 い 部分 よりも短 い 時間 で 乾燥

す る た め，ス トレ ス 化 合物産生 能を速 や か に 失 う こ とが 示

唆 され た．

　4．　鳥取 県産 浜 防風 の 調 製 法 と化 学的 品 質

　鳥取 県 に お け る調 製 法 は 以
一
ドの よ うで あ る

9）．］1月か ら

12月 中旬 に か け て掘 一トげ ，
ひ げ恨 を落 と さ ない ように 軽 く

水 洗 し，砂 ：ヒ を落 とす．水洗後，湿度が 高い 状態 に 放 置 す

る と カ ビ が 発 生 す る た め ，予冷庫 （10℃）中で 保存 （4 ，

5H 以内） し，あ る 程 度量が 貯 ま っ て か ら乾 燥 機 へ 人 れ る．

40℃ の 温 風 で 1−一］．5日間
．．
予備 乾 燥 後 ， 60〜7〔〕℃ の 温 風 で 仕

ヒげ る．
“

角
”

と【呼ぶ 3〜5crllの 根 茎を切 除して か ら出苓1す

る．

　 こ の ように して 調製 さ れ た 市場品 Tl〜5 の 定量結果を

TAHLE　 IIIに 示 した．　 PXB ／G 値 は 0．Ol〜O．84， 糖 含
『1
量 は

7．1〜21．4％，希エ タ ノ ー
ル ．エ キ ス 舎 量 は23．8− 37，5％ と各

市場品間に 差 が 認 め られ た．糖 含 量 と希エ タ ノー．一ル エ キ ス

含 量 間 の 相 関係 数 は r＝0．976 （n ＝5） で あ っ た．

　 試料 丁 3 お よび 4 の PXB ／G 値 は 0．1以
．．
ドと 小 さ く，希

エ タ ノ
・一

ル エ キ ス 禽 量 も低 い た め ，水 洗 後，直 ち に 温 風 乾

燥 され た 製 品 と考え ら れ た．試 料 lb（40℃ に 2 日 聞保 温 後 ，

温 風乾 燥〉との 比 較 に よ り， 予 備 乾燥 中の シ ョ 糖 脅 量 の 増

加 が 明 ら か に な っ た．試 料 T1 お よび 2 の PXB ／G 値 は

0．84お よ び0．／6を示 し ， 糖 含 量 ， 希 エ タ ノ
ー一

ル エ キ ス 含量

も高い 値 を示 した こ とか ら， 水洗後，生の ま ま保存 され た

製 晶 で ある と推定 され た．

　
一

方 ， 試 料 T5 は ス トレ ス 化合物 をほ と ん ど 含有せ ず，

果糖，ブ ドウ 糖含雛お よび 希エ タ ノ ール エ キ ス 倉 量 は 試料

T3 ，4 よ りわ ずか に 高 い 値 を示 し た．今 回の 実 験 結 果 か ら

は そ の 原 因 を推 定 で き な か っ た．

　こ フ）よ うに ， 鳥取 県 で は 気象条件 に 左右 さ れ な い 強制乾

燥法 を採 用 して い る に もか か わ ら ず，フ ロ クマ リン ，糖 お

よび希 エ タ ノ
ー

ル エ キ ス 含 量 に 差が 認 め ら れ，水洗 した 生

根 の 保 存期 間あ る い は 保存状 態 の 違い が 原 因 と 考 え られ た．

　第
．1三 改 IE 日 本薬局方 で は 浜 防風の 品質 は 灰 分 お よび 酸

不溶性灰 分 に よ り評価 され，希 エ タ ノ ール エ キ ス 含 量 は規

定 され て い ない ．しか し，今 圓 の 結果 か ら，希エ タ ノール

エ キ ス 含 量 も品 質 を評 仙 す る一ヒで 有用 と考え られ るた め ，

今 後 と も検 討を続 け る
．
予定 で あ る．

　奥 山 らは 北 方 産 と南 方産の 浜防風 で 薬理 活性に 差異の あ

る こ と を認 め，xanthotoxin ，　 bergapten，　 imperatori11，

isoimperatorin に ペ ン トバ ル ビ ター一ル 催 眠 延 長 活 性 を認

め て い る
1° ｝．従 っ て ，た と え 同

一
産 地 の ハ マ ボ ウ フ ウ か

ら調 製 され た 浜 防 風 で あ っ て も ， 調 製 法 は も と よ り， 途中

の 保 存 状 態 が 異 な っ て も 薬効 に 差 を生 じ る 可 能性 が あ

る．こ の 点 に 関して は，今後 の 薬理学的研究 を待 ち た い ．

ま と め

鳥取 県 で 栽培 さ れ た ハ マ ボ ウ フ ウ の 根 お よ び 根 茎 を 自
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然あ る い は 強 制 乾 燥 し た 後，乾 燥 根 中 の フ ロ クマ リ ン ，糖

お よ び 希エ タ ノ ール エ キ ス 含 量 を 比 較 し た．

　 そ の 結果，乾燥．品 を得 る ま で に 要す る 時間 が 長引 くほ

ど ス ト レ ス 化合物 （ps 〔〕ralen ，　 xanthotexin ，　bergapten）

含 量 は 増 加 し，乾 燥 法の 違 い や 生 根 の 長期問保存 に よ り

主 成 分 で あ る bergamottinに 対
．
す る 含量 比 か 変動 す る

こ とが 明 らか に な っ た．ま た，糖 お よ び希エ タ ノー一
ル エ キ

ス 含 量 も変 動 し，両 含 量 間 に は 止 の 相 関 （γ二 〇，881）が 認

め ら れ た ．

　 こ の ス トレ ス 化合物産生能 は 北方産，南方産 とい っ た

産 地 に は 無関係 な 能 力 と考 え られ た ．

　烏取県 で は 浜防風 を強制乾燥 に よ り 調製 して い る が ，

製品 ll1 の
．
7 ロ ク マ リ ン ，糖 お よび 希 エ タ ノ

ー
ル エ キ ス 含

量 に は 差 が 認 め ら れ ，水洗 した 生 根 の 保 存期聞あ る い は

保 存 状 態 の 違 い が 原 因 と 考 え ら れ た ．

　謝 辞 ：本 研 究 に あ た
Vl
　 bergamottinの 漂 準 品 を．ご 恵 与コ

ぐ

さ い ま した 新 潟 薬科 大 学薬 学 部助 教授
’P一岡 　昇 博士 に 深 謝 致

し ます．ま た．試 料 人 乎 に ご 協 力 頂 い た 鳥取 北 条農 業 協 同 紺 合

指 導 拙 当 課 長 高 見 利洋 氏 に 深謝 致 し ます，
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